
技術情報 ・ にじます

適地の選定

ニジマス養殖の適地選定には以下の点に注意して下さい。

１．水源：

冷たくきれいな水が豊富にあることが第一で、湧

水、河川水のどちらでも構いません。河川水の場

合は年間の水量、水温の変化をよく調査し、湧水

の場合には曝気して、酸素を十分に含ませるよう

にします。また、上流に水質汚濁の源となるような所がないか注意する必

要があります。

２．水温：

高水温の方が成長がよいので、食用魚の養成のためには、年間を通じて１

３～２０℃の範囲の期間が長い所が有利です。

３．溶存酸素量：

池の排水口における溶存酸素量は、少なくとも３．５～４ｍｌ／Ｌ以上な

いと、成長率や飼料効率が低下します。

４．水量：

流水量１個（毎秒２７．８リットル）当たりの年間生産量は、平均で５～

５．その他：

土地の勾配や地形・保水力などの土質、交通、販路さらに水利権などを調

査します。

７tの所が多いです。
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施 設

養殖場には飼育池のほか、ふ化や調餌のための施設、倉庫、管理人住居などが必要

です。

池の種類は稚魚池、養成池、親魚池、蓄養池などに分けられます。広さは稚魚池が

５～３０ 、養成池が３０～１００ のものが普通です。形には長方形、亀甲形、

水路形、円形などがありますが、水の交換・交流がよく、管理や取揚げに便利で、

造池費が格安ならどんな形でもよいでしょう。

水深は稚魚池で３０ｃｍ、養成池で６０～９０ｃｍ、注水部から排水部の池底に少

なくとも１／５０の勾配が必要となります。

池の注排水部は最も大切な箇所で、この部分の構造や大きさがよくないといろいろ

な障害をきたします。注水部には池壁上面からパイプで注水する方式と、注水口を

通して水を自然に流入させる方式があります。排水部にはスクリーンと池の水深を

調節する仕切板を設置し、用水は仕切板の上端から排水路に出るようにします。
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■池の種類

■池の形

■養成池（モデル）
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池の配置

池の配置は、敷地の形や勾配および水源の位置によって違ってきますが、毎日の給

餌や選別・分養・取揚げなどに便利なよう、通路に沿って配置します。

注水量が豊富な場合には、池を横に配列して、用水を分配することもできますが、

少ない場合には池を縦に配列して、用水を上流から下流へと順次流していきます。

上流部をふ化場と稚魚池に使います。

下流の池ほど水質の悪化によって生産量が低下しますので、池の間に落差を設けて

水をよく曝気させたり、新しい水を追加することが大切です。
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種 苗

種苗の種類

ニジマス養殖の種苗には、発眼卵と稚魚の２種類があります。発眼期以降の卵は、

衝撃に対して強くなり、輸送に耐えるので、種苗として出荷されます。稚魚は０．

３～２０ｇのものが売買され、需要が多いのは、３～５月に入手できる春稚魚と呼

ばれる体重２ｇ前後のものと、８～１０月に秋稚魚といわれる体重１０ｇ前後のも

のがあります。

発眼卵は、大きさの揃ったものを購入すると、ふ化後の管理が容易となります。稚

魚は大小差がなく、活発でやせていないものがよいでしょう。

種苗購入数量の算出

およその種苗の購入数量は、次のようにして求めることができます。まず、単位流

水量当たり生産量、または単位池面積当たり生産量に養魚場で使用できる用水の流

水量、または飼育池面積を乗じて総生産量を求め、この値を販売予定の食用魚の平

均体重で割って、生産総尾数を求めます。次にこの尾数を購入する種苗の食用魚ま

での歩留り率で割れば、求める種苗の購入数量が得られます。

標準的なニジマスの生産量と食用魚の魚体重、種苗からの歩留りは下図に示したと

おりです。
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発眼卵のふ化

ふ化用水

清浄でよく曝気されて溶存酸素を多く含み、水温が７～１５℃の範囲がよいとされ

ます。低温ではふ化日数が長くなり、高温では奇形が増加するため、普通は地下水

または湧水が使用されます。注水量は毎分１０～２０リットルあれば、発眼卵１０

万粒のふ化ができ、毎分３０～４０リットルあれば１０万尾の稚魚の餌付けができ

ます。収容されている卵またはふ化仔魚が要求する酸素を十分に供給していないと

奇形や成長遅れが生じます。

ふ化施設

ふ化施設としてはふ化場とふ化槽が必要となります。ふ化作業は冬季に行われるた

め、風雪を避け、作業を容易にしたり、卵やふ化直後の稚魚を直射日光から避ける

ためにも、ふ化槽を収容する建物があった方がよいでしょう。しかし、単に発眼卵

のふ化だけであれば屋根だけの簡単な小屋か軒下でも十分です。

ふ化槽には種々の構造のものが考案されています。普通卵を収容するふ化盆または

ふ化籠と、それらを収容する水槽からできていて、ふ化用水が卵の間を均一に流れ

るような構造になっています。我国では、アトキンス式・田沢式・タテ型式・カリ

フォルニア式などが使用されています。アトキンス式では収容卵の観察、ふ化後の

死卵の摘出が容易ですが、収容量が少く、ふ化仔魚が一部に寄るため窒息事故を起

こしやすい欠点があります。田沢式は収容卵の観察は困難ですが、収容量がはるか
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に多くなる利点をもつため、現在では殆んど竪型が使われています。

ふ化中はふ化槽の上にふたをかぶせて、日光の直射を避け、また断水事故のないよ

うに注意します。
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魚の収容量と生産量

年間の生産は、一般に水量１個に対して５～７t、池面積１ 当たり１５～２５ｋｇ

と考えてよく、この関係から利用できる用水量がわかれば、どの位の飼育池面積が

必要となるか求めることができます。生産量を高めるためには、魚の良好な歩留り

と急速な成長を保って、できるだけ短期間で食用魚まで育成して販売し、その後に

秋稚魚などの大型稚魚を購入放養して、池には年間を通じて常に魚が最高の収容量

で入っていることが必要です。

魚の収容量が注水量に比べて多すぎると、飼料効率や成長率が著しく低下します。

これは池中の溶存酸素量が低下するのが主な原因で、ニジマスでは３．５～４ｍｌ

／L以下になると急激に低下します。このように収容量を決める最大の要因は、魚

に供給される水中溶存酸素量であり、その量が多いほど収容量は多くなります。溶

存酸素量は、注水量が多く、用水に含まれる溶存酸素飽和度が高いほど多くなるた

め、養魚場では注水量の増加や水の曝気などを行っています。

収容量の算出

よい環境の流水池では、注入水から供給される溶存酸素を消費するものは魚だけと

考えてよく、およその収容量は算式によって算出できます。

算式は毎時魚が利用できる溶存酸素量を、１時間当たり１ｋｇの魚が消費する酸素

量で割れば収容量が求められることを示しています。
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魚の酸素消費量は、水温が高く魚体が小さいほど高い値を示します。表は静止時に

おけるニジマスの酸素消費量で、この値を１．２～１．３倍すると、池中における

平常の遊泳時の酸素消費量となります。

このニジマスの平常時の酸素消費量値（静止時×１．２）を使用し、注入水中の溶

存酸素量を各水温における飽和量の８５％、排水口における維持溶存酸素量を３．

５ｍｌ／Lとして、注水量毎秒１L当りの魚の大きさ別、水温別の収容量を算出する

と下図のようになります。
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選 別

稚魚池から選別後の大きさの揃った稚魚を養成池に収容しても、しばらく飼育して

いると、魚の大きさに大小ができてきます。同じ池の魚に大小が目立つようになっ

たら選別を行って、大きさの揃ったものを同じ池で飼うようにします。

選別器には種々のものが考案されていますが、いずれも魚の体幅を基準にしていま

す。わが国では、箱の底面に相当するところに、塩化ビニルパイプや木製、鉄製の

棒などを等間隔に平行に桟状に打ちつけたものや、適当な目合の金網を張ったもの

が主に使用されています。これらの間隔や目合の大きさにより選別される魚の大き

さが異なります。

最近では各種の自動選別機が考案され、使用するところも多くなっています。また

フィッシュポンプなどと連動して使用する例もかなり見られます。
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稚魚の飼育

卵からふ化した稚魚は腹側に臍嚢を付けています。水温１０℃で２５～３０日もた

つと臍嚢は小さくなり、今までふ化槽の底に沈んでいた稚魚は、水中に浮かび上っ

て、自ら飼料を求めるようになります。

餌付けで最も重要なことは、その開始時期であり、群れの６０～７０％が浮上した

ところがよいとされています。この時期に給餌を怠ると、稚魚の餌付けが悪くなり

短期間に死亡してしまいます。

早く人工飼料に慣れさせるためには、１日分の飼料を６～７回に分けて、少量ずつ

回数を多く与えることが大切です。餌付け当初の１日の給餌量は、規定の給餌量よ

りやや多い量とします。

餌付け時、体重０．１ｇ前後であった浮上稚魚は、水温１３～１５℃の下で２ヵ月

間育成すると２～３ｇ前後の稚魚となります。稚魚がほぼこの大きさに達したと

き、大小２群位に選別し、別々にいくつかの養成池に放養します。
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食用魚の養成

養成池に放養された稚魚は、水温１４℃前後で７月上旬には１５ｇ、９月下旬に６

０ｇ、１０月下旬には１００ｇ、ふ化後１年で２００ｇ前後に達します。国内向け

の食用魚は７０～１００ｇなので、９月になると成長の速いものは、選別されて出

荷できるようになります。市販配合飼料を使用しての飼育例を表に示しました。
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飼 料

ニジマスでは餌付け時の浮上稚魚から親魚に至るまで、市販の配合飼料によって飼

育が行われています。市販配合飼料にはクランブルとペレットの２形態があり、ク

ランブルは餌付け時及び小形稚魚に、ペレットは大形稚魚及び成魚に使用されてい

ます。

両者とも魚の大きさに見合った粒子のものが数種製造されており、各飼料会社に

よってそれぞれに名称が付けられています。その一例を表に示しました。

クリックすると拡大表示します

魚の成長に伴って飼料の形態や大きさを換える時には、一度に換えず少しずつ次の

大形飼料を混入して行くようにします。粒が大き過ぎると小形魚が摂餌できない

し、粒が小さ過ぎるとロスが多くなって飼料効率が低下します。

給餌時、配合飼料に市販油を５～１０％添加し吸着させて与えます。多量の配合飼

料に油を混合するには、ミキサーを使用すると便利です。油を加えた飼料を２日以

上保存することは避けた方がよいでしょう。

配合飼料の給餌は、手撒きによることが多いですが、最近では自動給餌機が広く使

用されるようになりました。自動給餌機は池の注水口近くに設置され、タイムス

イッチと連動するブロアー（送風機）により一定量の飼料が一定時間ごとに池面に

散布されるようになっています。また、給餌車で飼育池をめぐり、ペレット噴射機

で所定量のペレットを池に散布する方法もあります。
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給餌量

１日に与える飼料の量は、給餌率から算出されます。給餌率は１日に魚体重の何％

の量を与えるかで表わされています。すなわち、魚が大きくなるほど小さくなり、

水温が高いほど大きくなります。河川水を使用している養魚場では、飼育水の水温

の日変化が著しくなります。このような場所では、午前中の水温の低い時を基準に

して、給餌量を算出するとよいでしょう。

１日の給餌量は、ライトリッツの給餌率表から飼育している池の水温と魚の大きさ

に該当する給餌率を求め、これに池中の飼育魚の推定総重量を乗じて求めます。
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１日の給餌量は、魚の大きさに応じて数回に分けて与えます。平均体重０．５ｇ位

の稚魚に対しては６回、１ｇの稚魚には４回、１０ｇの魚には３回、２０ｇ以上の

魚には２回に分けて給餌するのが適当とされています。

飼 料

飼料購入量の推定

年間に使用する飼料の購入量を大まかに求めるには、年間の予定生産量に増肉係数

を乗じます。現在、市販配合飼料の増肉係数は１．４～１．８の範囲にある場合が

多く見受けられます。
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食用魚の出荷

出荷魚の大きさは、国内向けの食用魚は１００ｇ前後ですが、釣り堀用及び冷凍輸

出用は１５０～４５０ｇです。

出荷サイズに達した魚は池から選別して、取揚げ池か生簀に移し、給餌せずに１～

２日置いてから出荷します。活けじめした魚は活魚輸送に耐え、味がよくなり、消

化官中の餌や糞がなくなるなど品質が高まります。

釣掘りなどへは活魚として出荷されますが、それ以外は活けじめ後直ちに輸送箱に

氷と一緒につめて輸送されます。

親魚養成

種苗生産も行っている大規模専業型の養魚では、親魚の養成が必要となります。こ

こでは親魚の養成法について説明します。
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採卵数量

種苗として必要な発眼卵を得るにはどの位の雌の親魚を飼育したらよいかを知るた

めには、ニジマス親魚１尾当たりの採卵数を知らなければなりません。１尾当たり

採卵数は、同じ大きさの魚でも大きな開きがありますが、一般に魚が大きいほど多

くなります。体長３０cmで１２００粒、４０ｃｍで２０００粒、５０ｃｍで３００

０粒程度と考えてよいでしょう。

同じ大きさの魚では、大粒の卵を産む個体は産卵数が少なく、小粒の卵を産む個体

は産卵数が多い傾向にあります。
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親魚の保有数

発眼卵の生産目標に対して必要な雌親魚の保有数は、発眼卵数を得るのに必要な採

卵数（受精卵数）を算出し、この採卵数を１尾平均採卵数で割れば求められます。

例えば発眼卵を２００万粒生産する場合、発眼率を８０％とすると、必要な採卵数

は２５０万粒となり、１尾から平均２５００粒が採卵できるとすると、必要な雌親

魚数は１０００尾と算出されます。親魚採卵率は普通８０％位なので、この例では

保有すべき雌親魚数は１２５０尾となります。雄の保有数は通常雌の１／５～１／

１０で十分とされています。

親魚飼育

ニジマスの雄は満１年で採精できるものがあり、満２年では大部分のものから採精

できるようになります。雌で成長の速いものは満２年で採卵できるようになり、そ

の後２～３年採卵に使用することができます。

採卵後の雌親魚は、次の年の採卵までに２０％近く死亡するし、高年魚は採卵に使

用しないので、毎年新しい雌親魚候補を養成して補充しなければなりません。この

ために、健康で成長がよいものを春稚魚の中から選んで、親魚候補とします。

親魚としては、それぞれ目的に応じて利用価値の高い形質を持った系統が育種学的

に固定されることが望ましいです。親魚の品質をどのように検討すべきかについて

は、成長のよいもの、産卵期の早いもの・遅いもの、耐病性、斑紋・色彩、成熟年

令の遅いものなどが研究課題として取り上げられています。

親魚は健全でよい子孫が得られるものでなければならないので、親魚候補や親魚の

飼育管理には特に留意しなければなりません。

19



（ａ）親魚飼料

ニジマスの卵巣は図に示したように、７、８月から産卵期の始まる１１月頃

までの間に急激に大きくなって成熟するが、この期間における親魚に対する

栄養管理が、採卵数、卵質、発眼率、ふ化稚魚の健康状態、及び採卵後の親

魚の死亡率に影響を及ぼします。

（ｂ）飼育環境

親魚の成熟には、飼育水温が特に問題となります。ニジマスの成長は、水温

が１８～１９℃までならば高いほどよいとされます。親魚候補魚は成長よく

育てる必要があるので、できるだけ高い水温で飼育した方がよいでしょう。
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しかし、産卵期が近づいた親魚を１６～１７℃以上で飼育していると、卵巣

は正常に成熟せず、採卵できないことが分かっています。ニジマスの人工採

卵で発眼率８０％以上の成績を得るためには、親魚の飼育の水温範囲は、上

限が１２～１３℃、下限が４～５℃と推定されています。

（ｃ）産卵期の制御

光条件を人為的に変化させて、産卵期を制御することが行われています。ニ

ジマスは、早期に採卵して餌付けから１年後の秋の行楽期までに出荷するこ

と、厳冬期の採卵・ふ化作業を避けることなどを目的として、主に産卵期の

早期化が行われています。方法は図のようにいろいろであります。
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